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第
4
次
安
倍
再
改
造
内
閣
、
自
民
党
新
執
行
部
が
11
日
ス
タ
ー
ト
し
た
。
本
会
は
令
和

2
年
度
予
算
、
税
制
改
正
、
地
方
財
政
対
策
に
向
け
、
最
重
点
課
題
の
ゴ
ル
フ
場
利
用
税

の
現
行
制
度
堅
持
、
地
方
一
般
財
源
総
額
確
保
、
厚
生
年
金
制
度
へ
の
地
方
議
会
議
員
の

加
入
な
ど
要
望
実
現
へ
全
力
を
挙
げ
る
。
野
尻
哲
雄
会
長
（
大
分
市
議
会
議
長
）
が
国
会

対
策
委
員
会
の
委
員
を
新
た
に
数
人
指
名
し
態
勢
を
整
備
す
る
。

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
は
、
守

る
本
会
、
総
務
省
・
党
総
務

部
会
に
対
し
、
ゴ
ル
フ
が
正

式
競
技
の
東
京
五
輪
を
来
年

に
控
え
、
廃
止
を
主
張
し
て

き
た
文
部
科
学
省
は
来
年
度

税
制
改
正
で
非
課
税
措
置
拡

充
を
要
望
。
党
文
部
科
学
部

会
は
廃
止
を
求
め
て
き
て
い

る
。
カ
ギ
を
握
る
の
は
、
党

税
制
調
査
会
長
に
就
任
し
た

甘
利
明
氏
ら
税
調
幹
部
、
再

登
板
の
高
市
早
苗
総
務
大
臣
、

萩
生
田
光
一
文
部
科
学
大
臣

ら
。

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
死
守
へ

内
閣
改
造
で
態
勢
整
備

市
区
議
出
身
7
人

市
区
議
出
身
の
閣
僚
が
比

較
的
多
い
の
が
今
回
の
特
色
。

留
任
の
菅
義
偉
官
房
長
官

（
横
浜
）
や
萩
生
田
光
一
文

部
科
学
大
臣
（
八
王
子
）
、

菅
原
一
秀
経
済
産
業
大
臣

（
練
馬
）
、
田
中
和
德
復
興

大
臣
（
川
崎
）
、
衛
藤
晟
一

一
億
総
活
躍
担
当
大
臣
（
大

分
）
、
北
村
誠
吾
地
方
創
生

・
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
担
当
大
臣
（
佐
世
保
）
の

6
人
。
そ
れ
に
、
党
執
行
部

で
は
留
任
の
森
山
𥙿
国
会
対

策
委
員
長
（
鹿
児
島
）
が
元

本
会
部
会
長
だ
。

合
併
特
例
法
を
協
議

地
制
調
専
門
委

第
32
次
地
方
制
度
調
査
会

第
22
回
専
門
小
委
員
会
が
13

日
開
か
れ
た
。
今
年
度
で
期

限
切
れ
を
迎
え
る
現
行
の
合

併
特
例
法
へ
の
対
応
に
つ
い

て
協
議
、
次
回
以
降
、
論
点

整
理
を
進
め
て
議
論
を
深
め

る
こ
と
を
決
め
た
。

同
委
員
会
で
は
総
務
省
が

議
論
の
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
と

し
て
「
今
後
の
基
礎
自
治
体

に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
体
制
」
を
提
示
。
こ
れ
に

対
し
、多
く
の
委
員
か
ら「
合

併
を
選
択
し
た
い
市
町
村
の

た
め
に
特
例
法
を
制
度
と
し

て
残
し
て
お
く
意
義
は
あ

る
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

平
成
22
年
に
改
正
さ
れ
た

現
行
合
併
特
例
法
は
、
合
併

の
障
害
除
去
や
住
民
の
意
見

反
映
の
た
め
の
措
置
等
を
定

め
る
た
め
の
特
例
法
と
な
っ

て
い
る
の
が
特
徴
。
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総
務
省
は
8
月
30
日
、
令
和
2
年
度
の
地
方
交
付
税
の

概
算
要
求
の
概
要
、
地
方
財
政
収
支
の
仮
試
算
、
地
方
財

政
の
課
題
、
地
方
債
計
画
案
な
ど
を
公
表
し
た
。

概概
算算
要要
求求

10
月
予
定
の
消
費
税
率
引

き
上
げ
に
よ
っ
て
国
税
収
増

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
地
方
交
付
税
の
要
求
額

は
交
付
ベ
ー
ス
で
前
年
度
比

4
・
0
％
増
の
16
兆
8
2
0

7
億
円
と
し
た
。

地
方
交
付
税
の
要
求
方
針

は
▽
地
方
交
付
税
法
に
基
づ

く
交
付
税
率
の
引
き
上
げ
を

事
項
要
求
▽
東
日
本
大
震
災

の
復
旧
・
復
興
事
業
は
別
枠

で
整
理
し
、
事
項
要
求
―
な

ど
。
要
求
額
16
兆
8
2
0
7

億
円
は
仮
置
き
で
、
予
算
編

成
過
程
で
調
整
す
る
。

概
算
要
求
の
前
提
と
な
る

令
和
2
年
度
地
方
財
政
収
支

の
仮
試
算
で
は
、
歳
出
の
う

ち
給
与
関
係
経
費
が
前
年
度

比
0
・
4
％
増
の
20
兆
4
0

0
0
億
円
。
一
般
行
政
経
費

は
社
会
保
障
費
の
増
加
に
よ

り
4
・
5
％
増
の
40
兆
2
0

0
0
億
円
と
な
っ
た
。
投
資

的
経
費
は
前
年
度
同
額
の
13

兆
円
と
し
、
公
債
費
は
1
・

4
％
減
の
12
・
7
円
。

歳
入
で
は
、地
方
税
等（
地

方
税
・
地
方
譲
与
税
）
が
1

・
8
％
増
の
43
兆
6
0
0
0

億
円
。
国
庫
支
出
金
は
社
会

保
障
費
の
増
加
で
4
・
9
％

増
の
15
兆
4
0
0
0
億
円
を

計
上
し
た
。
地
方
債
は
1
・

1
％
増
の
9
兆
5
0
0
0
億

円
。
こ
の
結
果
、
一
般
財
源

総
額
は
2
％
増
の
64
兆
円
と

な
る
。

地
方
財
政
の
課
題
で
は
、

人
づ
く
り
革
命
や
暮
ら
し
の

安
全
・
安
心
の
確
保
な
ど
の

取
り
組
み
の
推
進
、
地
方
の

一
般
財
源
の
総
額
と
地
方
財

政
の
健
全
化
、
ス
マ
ー
ト
自

治
体
等
の
推
進
と
地
方
団
体

の
財
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強

化
な
ど
を
要
求
し
た
。

地地
方方
債債
計計
画画

通
常
収
支
分
の
計
画
規
模

は
前
年
度
比
0
・
9
％
増
の

12
兆
1
1
0
5
億
円
。

普
通
会
計
分
は
前
年
度
比

1
・
1
％
増
の
9
兆
5
3
3

1
億
円
。
う
ち
、
臨
時
財
政

対
策
債
は
3
・
2
％
増
の
3

兆
3
6
1
7
億
円
。
2
年
度

地
方
財
政
収
支
の
仮
試
算
を

踏
ま
え
て
策
定
し
、
地
方
財

源
の
不
足
に
対
処
す
る
。
臨

財
債
以
外
の
項
目
は
前
年
度

同
額
で
仮
置
き
し
た
。

ほ
か
、
公
営
企
業
会
計
等

分
に
つ
い
て
も
前
年
度
同
額

の
2
兆
5
7
7
4
億
円
と
し

た
。
東
日
本
大
震
災
分
の
計

画
は
別
途
策
定
す
る
。

資
金
区
分
別
で
は
、
公
的

資
金
が
0
・
8
％
増
の
4
兆

8
2
7
1
億
円
、
民
間
等
資

金
が
0
・
9
％
増
の
7
兆
2

8
3
4
億
円
と
し
た
。

「
第
21
回
日
中
韓
3
か
国

地
方
政
府
交
流
会
議
」
が
10

月
28
日
か
ら
31
日
ま
で
愛
媛

県
（
会
場
、
松
山
市
）
で
開

か
れ
る
。
日
本
、
中
国
、
韓

国
の
自
治
体
間
の
国
際
交
流

・
協
力
を
一
層
促
進
さ
せ
る

の
が
目
的
。
1
9
9
9
年
か

ら
毎
年
3
か
国
輪
番
制
に
よ

り
開
催
し
て
お
り
、
今
年
の

メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
北
東
ア

ジ
ア
地
方
政
府
に
お
け
る
地

域
資
源
を
活
か
し
た
魅
力
の

創
造
」
。

主
催
は
一
般
財
団
法
人
自

治
体
国
際
化
協
会
、
愛
媛
県

で
、
協
力
は
中
国
人
民
対
外

友
好
協
会
と
大
韓
民
国
市
道

知
事
協
議
会
。
29
日
の
本
会

議
で
は
株
式
会
社
「
今
治
�

夢
ス
ポ
ー
ツ
」
の
岡
田
武
史

代
表
取
締
役
会
長
（
Ｆ
Ｃ
今

治
オ
ー
ナ
ー
、
元
サ
ッ
カ
ー

日
本
代
表
監
督
）
が
基
調
講

演
を
、
中
村
時
広
愛
媛
県
知

事
が
主
旨
講
演
を
そ
れ
ぞ
れ

行
う
。
日
本
側
の
テ
ー
マ
別

講
演
は
①
地
域
資
源
を
活
用

し
た
体
験
型
観
光
の
振
興

高
山
市
②
持
続
可
能
な
開
発

目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
を
軸
と

し
た
ま
ち
づ
く
り

神
奈
川

県
③
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応

福
岡
市
―
で
、
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
あ
る
。

本
会
議
の
あ
と
は
自
治
体

同
士
で
交
流
す
る
「
交
流
広

場
」
を
開
設
。
30
、
31
両
日

は
松
山
城
、
道

後
温
泉
、
内
子

の
町
並
み
、
タ

オ
ル
美
術
館
な

ど
愛
媛
県
内
を

視
察
す
る
ほ
か
、

南
四
国
フ
ァ
ー

ム
で
の
早
生
み

か
ん
の
収
穫
体
験
、
瀬
戸
内

し
ま
な
み
海
道
で
の
サ
イ
ク

リ
ン
グ
体
験
を
予
定
し
て
い

る
。日

本
で
2
0
1
6
年
10
月

に
開
催
さ
れ
た
岡
山
市
で
の

会
議
で
は
、
日
本
2
4
2
人
、

中
国
1
5
4
人
、
韓
国
66
人

の
計
4
6
2
人
が
参
加
。
日

本
開
催
で
は
最
多
の
地
方
政

府
関
係
者
が
集
ま
っ
た
。
自

治
体
国
際
化
協
会
は
「
今
回

の
愛
媛
会
議
も
岡
山
会
議
の

よ
う
に
多
く
の
方
に
参
加
し

て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

お
知
ら
せ

10
月
5
日
付
け
第
2
0
9

8
号
は
、
2
0
9
9
号
と
の

合
併
号
と
し
、
10
月
15
日
付

け
2
0
9
8
・
9
号
と
し
て

発
行
し
ま
す
。

▼
議
長

▽
串
間
中
村
利
春（
5
・
8
）

▽
留
萌
小
野
敏
雄（
5
・
13
）

▼
副
議
長

▽
串
間
坂
中
喜
博（
5
・
8
）

▽
留
萌
珍
田
亮
子（
5
・
13
）

議議
会会
人人
事事

日日
中中
韓韓
地地
方方
政政
府府
交交
流流
会会
議議

交交
付付
税税
地地
方方
債債
とと
もも
にに
増増
額額

2211
回回
目目

1100
月月
松松
山山
市市
でで
開開
催催

令令
和和
22
年年
度度
概概
算算
要要
求求
、、
地地
方方
債債
計計
画画
――
総総
務務
省省

第2097号 令和元年9月25日 （2）全国市 議 会 旬 報
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本
会
近
畿
部
会
長
市
で
あ

る
長
岡
京
市
。
来
年
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
で
地
元
ゆ
か

り
の
武
将
明
智
光
秀
が
主
人

公
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と

に
喜
び
に
沸
く
。
「
こ
の
ま

た
と
な
い
機
会
に
長
岡
京
市

の
名
前
と
魅
力
を
全
国
に
」

（
広
報
発
信
課
）
と
腕
を
さ

す
る
こ
と
し
き
り
だ
。

「
長
岡
京
」は
そ
の
昔
、
約

10
年
間
都
が
置
か
れ
て
い
た

こ
と
で
名
高
い
。
そ
れ
と
と

も
に
知
ら
れ
る
の
が
、
光
秀

の
足
跡
が
随
所
に
残
さ
れ
て

い
る
こ
と
だ
。

「
山
崎
の
合
戦
」
で
光
秀

が
本
陣
を
構
え
た
と
さ
れ
る

「
御
坊
塚
」
。
こ
の
地
域
で

最
大
の
前
方
後
円
墳
、
恵
解

山
古
墳
が
そ
の
塚
で
あ
っ
た

可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
。

合
戦
で
光
秀
が
退
却
し
た

勝
龍
寺
城
は
そ
の
後
廃
城
と

な
り
、
年
月
を
経
て
平
成
4

年
に
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ

た
。
今
や
市
が
誇
る
目
玉
観

光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
り
、
同
城

に
娘
の
玉（
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
）

が
輿
入
れ
す
る
様
子
を
再
現

し
た「
長
岡
京
ガ
ラ
シ
ャ
祭
」

（
11
月
）
に
は
毎
年
多
く
の

観
光
客
が
集
う
。

返
礼
品
も

Ｔ
Ｖ
放
映
に
喜
ぶ
市
は
ふ

る
さ
と
納
税
で
あ
る
手
を
打

っ
た
。

平
成
28
年
秋
以
降
、
過
熱

す
る
返
礼
品
競
争
に
背
を
向

け
、
共
感
型
事
業
だ
け
で
寄

付
を
募
っ
て
き
た
が
、
放
映

を
控
え
今
年
11
月
か
ら
返
礼

品
も
取
り
扱
う
こ
と
に
し
た

の
だ
。
た
け
の
こ
な
ど
の
特

産
品
を
は
じ
め
、
体
験
型
の

商
品
も
用
意
す
る
。

返
礼
品
を
扱
わ
な
か
っ
た

こ
の
3
年
間
。
「
こ
ど
も
た

ち
に
本
を
贈
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
は
総
務
省
か
ら
好
事

例
に
挙
げ
ら
れ
、
「
京
都
西

山
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

は
里
山
を
愛
す
る
多
く
の
人

か
ら
賛
同
を
得
た
。

評
価
が
高
い
こ
れ
ら
企
画

は
継
続
さ
せ
、
同
時
に
返
礼

品
も
取
り
扱
う
。
総
務
省
に

よ
る
新
た
な
返
礼
品
ル
ー
ル

整
備
で
機
が
熟
し
た
と
見
て

の
こ
の
判
断
。
ま
ず
は
放
映

期
間
に
合
わ
せ
1
年
超
の
期

間
限
定
で
返
礼
品
を
扱
い
、

そ
の
後
も
続
け
る
か
ど
う
か

は
改
め
て
決
め
る
意
向
だ
。

大
河
ド
ラ
マ
を
機
に
全
国

に
名
前
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う

と
意
欲
満
々
の
市
。
熱
い
視

線
を
注
ぐ
Ｔ
Ｖ
放
映
が
始
ま

る
の
は
約
3
か
月
後
だ
。

福
島
議
長
の
話

京
都
市
と
隣
接
す
る
長
岡

京
市
は
、
歴
史
と
緑
と
水
の

豊
か
な
ま
ち
で
、
西
部
に
は

や
さ
し
い
稜
線
の
山
並
み
と
、

市
の
特
産
品
で
あ
る
た
け
の

こ
を
産
み
出
す
竹
林
が
美
景

を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
内
に
は
往
古
の
栄
華

を
し
の
ぶ
史
跡
や
名
勝
が
点

在
し
、
四
季
折
々
に
歩
き
た

く
な
る
魅
力
を
持
っ
て
い
ま

す
。今

年
秋
に
は
、
明
智
光
秀

ゆ
か
り
の
勝
竜
寺
城
公
園
も

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
、
皆
様
の
お
越
し
を
心

よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

9
月
24
日
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

の
販
売
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
一
等
の
当
選
金
額

は
前
後
賞
合
わ
せ
て
5
億
円
。

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
や
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

を
は
じ
め
と
す
る
「
市
町
村
振
興
宝
く
じ
」
の

収
益
金
は
全
額
の
う
ち
約
37
・
6
％
が
市
町
村

に
交
付
さ
れ
、

各
自
治
体
に

と
っ
て
貴
重

な
財
源
の
一

つ
と
な
っ
て

い
る
。
販
売

は
10
月
18
日

ま
で
。

部会長市
紹介④

大
河「
光
秀
」で
沸
く

〜
京
都
府
長
岡
京
市
〜

勝竜寺城公園（写真＝長岡京市提供）

福島和人議長
（長岡京市）

特産品たけのこ（同）
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全
国
市
議
会
議
員
互
助
会
は
、
市
議
会
議
員
の
相
互

扶
助
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
任
意
加
入
の
保
険
と
し

て
、疾
病
や
け
が
に
よ
る
入
院
・
手
術
を
補
償
す
る「
全

国
市
議
会
議
員
医
療
保
険
制
度
」
と
傷
害
総
合
保
険
の

「
全
国
市
議
会
議
員
団
体
補
償
制
度
」
の
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

前
回
、
傷
害
総
合
保
険
の

「
全
国
市
議
会
議
員
団
体
補

償
制
度
」
を
ご
案
内
し
ま
し

た
が
、
今
回
は
、
疾
病
や
け

が
に
よ
る
入
院
・
手
術
を
補

償
す
る
「
全
国
市
議
会
議
員

医
療
保
険
制
度
」
に
つ
い
て

ご
案
内
し
ま
す
（
傷
害
総
合

保
険
は
、
令
和
元
年
7
月
5

日
・
2
0
8
9
号
に
掲
載
）
。

「
医
療
補
償
」「
が
ん
補
償
」

「
介
護
補
償
」を
団
体
割
引

適
用
に
て
ご
提
供

本
制
度
は
、
市
議
会
議
員

の
皆
様
が
万
が
一
疾
病
を
患

っ
た
り
、
ケ
ガ
を
負
っ
た
り
、

が
ん
の
治
療
、
介
護
状
態
と

な
っ
た
際
の
サ
ポ
ー
ト
を
す

る
安
心
の
医
療
保
険
制
度
で

す
。医

療
・
が
ん
補
償
は
、
単

独
で
も
加
入
で
き
る
ほ
か
、

介
護
補
償
を
付
帯
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

電
話
に
て
各
種
医
療
相
談

に
応
じ
る
「
メ
デ
ィ
カ
ル
ア

シ
ス
ト
」
や
、
電
話
で
の
介

護
相
談
等
に
お
応
え
す
る

「
介
護
ア
シ
ス
ト
」
な
ど
の

無
料
の
サ
ー
ビ
ス
も
充
実
し

て
い
ま
す
。

本
制
度
は
団
体
割
引
20
％

が
適
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、

通
常
よ
り
割
安
な
保
険
料
に

て
補
償
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

毎
月
の
保
険
料
は
、
年
齢

別
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

補
償
内
容
は
一
律
と
な
っ
て

い
ま
す
。

退
職
後
も
継
続
加
入
可
能

配
偶
者
も
加
入
可
能

加
入
日
時
点
で
市
議
会
議

員
で
あ
れ
ば
、
新
規
・
更
新

と
も
に
80
歳
ま
で
加
入
が
で

き
、
退
職
後
も
継
続
加
入
で

き
ま
す
。

加
入
に
際
し
て
医
師
の
審

査
は
不
要
で
、
健
康
状
態
の

告
知
の
み
で
加
入
で
き
ま
す
。

議
員
本
人
と
併
せ
て
配
偶

者
の
方
も
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

介
護
補
償
は
両
親
・
兄
弟

等
、
議
員
本
人
と
同
居
の
親

族
も
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

保
険
期
間
は
1
月
1
日
か
ら

中
途
加
入
も
随
時
受
付

保
険
期
間
は
、
毎
年
1
月

1
日
午
後
4
時
か
ら
の
1
年

間
で
、
中
途
加
入
の
お
申
し

込
み
も
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

詳
し
く
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

（
8
月
20
日
付
に
て
各
市
議

会
事
務
局
に
送
付
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

資
料
（
無
料
）
を
ご
希
望

の
方
は
、
全
国
市
議
会
議
長

会
・
全
国
市
議
会
議
員
互
助

会
ま
で
お
気
軽
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

☎
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全国市議会議員 医療保険制度の概要

全
国
市
議
会
議
員
互
助
会
の
保
険

全全
国国
市市
議議
会会
議議
員員
医医
療療
保保
険険
制制
度度
のの
ごご
案案
内内
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